
ナ
ホ
ト
カ
の
半
年
の
思
い
出
　 

長
野
県
　
草
野
克
己
　 

大
正
九
年
十
一
月
八
日
　
上
伊
那
郡
西
春
近
村
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
十
年
三
月
　
西
春
近
小
学
校
高
等
科
卒
業
。

昭
和
十
二
年
三
月
　
西
春
近
青
年
学
校
卒
業
。

昭
和
十
二
年
四
月
よ
り
西
春
近
産
業
組
合
に
奉
職
。

昭
和
十
八
年
六
月
　
召
集
に
よ
り
神
奈
川
県
相
模
原
町
の
東
部

第
八
十
八
部
隊
電
信
隊
に
入
隊
、
教
育
を
受
け
る
。

同
年
十
二
月
　
関
東
軍
に
転
属
と
な
り
新
京
の
関
東
軍
特
殊
情

報
隊
の
所
属
と
な
り
、
南
嶺
通
信
所
に
お
い
て
主
と
し
て
ソ

連
軍
の
通
信
傍
受
の
任
務
に
つ
く
。

昭
和
二
十
年
八
月
終
戦
、
吉
林
省
吉
林
に
お
い
て
武
装
解
除

を
受
け
る
。
し
ば
ら
く
し
て
ソ
連
軍
の
指
示
に
よ
り
、
ど
こ
へ

行
く
と
も
知
れ
ず
、
ソ
連
兵
警
護
の
下
三
日
間
の
行
軍
の
末
、

着
い
た
所
は
た
だ
広
々
と
し
た
野
原
。
そ
こ
に
は
輸
送
用
の
貨

物
列
車
が
止
ま
っ
て
い
た
。
二
段
に
仕
切
ら
れ
た
貨
車
に
日
本

兵
一
千
名
を
乗
せ
、
行
く
先
も
分
か
ら
ず
走
り
続
け
る
こ
と
十

数
日
、

着
い
た
所
は
シ
ベ
リ
ア
の
ア
ル
タ
イ
ス
カ
ヤ
と
言
う
所
。

こ
こ
で
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
る
。
長
旅
の
疲
れ
と
空
腹
で
身
も

心
も
疲
れ
果
て
夕
食
を
待
っ
て
い
る
。
や
が
て
出
て
き
た
物
は

小
さ
な
馬
鈴
薯
二
個
が
入
っ
た
岩
塩
の
ス
ー
プ
、
こ
れ
が
こ
の

日
の
夕
食
で
あ
る
。
そ
の
後
も
皮
の
付
い
た
粟
の
粥
に
黒
パ
ン

の
小
さ
な
一
切
と
い
っ
た
日
々
が
続
く
。
宿
舎
と
言
え
ば
二
段

に
仕
切
っ
た
板
の
床
に
毛
布
一
枚
に
外
套
を
掛
け
て
寝
る
。
夜

中
に
な
れ
ば
ノ
ミ
、
シ
ラ
ミ
、
南
京
虫
が
出
て
安
眠
す
ら
で
き

な
い
有
様
。

作
業
は
列
車
の
製
造
工
場
で
、
無
蓋
貨
車
の
製
造
作
業
。
鉄

工
場
で
鉄
板
の
切
断
、
工
作
、
塗
装
。
ま
た
木
工
場
で
製
材
、

出
来
た
物
を
貨
車
に
組
み
立
て
る
と
い
う
作
業
。
屋
外
作
業
よ

り
ま
し
と
言
っ
て
も
、
慣
れ
ぬ
仕
事
に
寒
さ
の
た
め
手
は
凍
え
、

作
業
は
捗
ら
な
い
。
文
句
を
言
わ
れ
て
も
ど
う
仕
様
も
な
い
。

お
ま
け
に
工
場
ま
で
二
、
三
十
分
の
道
程
と
き
て
い
る
。
ま
た
、

作
業
は
昼
夜
三
交
代
作
業
。
時
に
は
夜
中
に
石
炭
の
荷
降
ろ
し

な
ど
の
使
役
に
駆
り
出
さ
れ
る
始
末
。
食
糧
不
足
と
労
働
に
耐

え
き
れ
ず
、
栄
養
失
調
に
よ
り
無
念
の
死
を
遂
げ
る
者
が
四
百



人
近
く
出
る
。
残
念
な
が
ら
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

収
容
所
に
は
風
呂
は
な
く
、
入
浴
に
は
一
時
間
く
ら
い
か
か

る
所
ま
で
歩
い
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
体
が
弱
く
行
け
な

い
人
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
も
二
、
三
回
行
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

二
十
一
年
後
半
ご
ろ
よ
り
食
糧
も
若
干
は
良
く
な
っ
て
き
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
「
ア
ク
チ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
連
中
が
、
民
主
教

育
と
言
っ
て
食
堂
な
ど
に
壁
新
聞
等
を
貼
り
宣
伝
し
た
が
、
作

業
の
疲
れ
で
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
二
十
二
年
四
月
末

に
な
っ
て
突
然
、
日
本
に
帰
す
と
言
わ
れ
、
列
車
に
乗
る
。
列

車
が
バ
イ
カ
ル
湖
に
か
か
る
こ
ろ
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
街
で
大

勢
の
労
働
者
が
赤
旗
を
立
て
行
進
す
る
姿
が
印
象
に
残
る
。

五
月
十
日
こ
ろ
、
よ
う
や
く
ナ
ホ
ト
カ
に
着
く
。
い
よ
い
よ

乗
船
か
と
思
っ
た
の
も
束
の
間
、
新
青
年
連
盟
と
名
乗
る
連
中

が
来
て
「
お
前
た
ち
は
民
主
教
育
が
な
っ
て
い
な
い
、
こ
れ
か

ら
再
教
育
だ
」
と
言
わ
れ
、
第
三
ラ
ー
ゲ
ル
と
呼
ば
れ
る
所
に

入
れ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
五
カ
月
近
く
も
働
か
さ
れ
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。

ナ
ホ
ト
カ
で
の
作
業
は
港
湾
構
築
の
作
業
で
あ
っ
た
。
作
業

に
出
る
と
き
な
ど
五
列
に
並
び
出
発
し
よ
う
と
す
る
と
、
彼
ら

は
し
っ
か
り
や
っ
て
来
い
と
ば
か
り
赤
旗
を
振
り
、
音
楽
で
囃

し
立
て
る
。
私
は
事
務
長
と
い
う
立
場
で
各
隊
の
連
絡
、
事
務

な
ど
の
仕
事
に
追
わ
れ
る
。
一
日
の
作
業
を
終
え
て
帰
っ
て
来

た
人
た
ち
の
話
を
聞
け
ば
、
港
湾
の
石
積
み
作
業
を
し
て
い
る

と
、
日
の
丸
を
立
て
た
引
揚
船
が
日
本
兵
を
乗
せ
出
て
い
く
の

が
見
え
る
。
こ
ん
な
と
き
、
そ
の
船
が
地
平
線
の
彼
方
に
消
え

る
ま
で
見
送
り
、
そ
の
先
に
は
日
本
が
あ
る
ん
だ
と
思
う
と
故

郷
が
偲
ば
れ
、
家
族
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
び
涙
が
頬
を
流
れ
て

し
ま
っ
た
と
聞
か
さ
れ
、
思
わ
ず
日
本
海
を
眺
め
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
何
回
か
続
き
シ
ベ
リ
ア
に
ま
た
冬
が
近
づ
い

た
九
月
二
十
六
日
、「
遠
州
丸
」
と
印
さ
れ
た
引
揚
船
が
入
港
、

こ
の
船
で
帰
国
。
二
十
七
日
に
舞
鶴
港
に
入
港
、
何
が
あ
っ
た

の
か
三
日
間
停
泊
の
後
、
よ
う
や
く
待
ち
に
待
っ
た
日
本
の
土

を
踏
む
こ
と
が
で
き
た
。
十
月
一
日
、
懐
か
し
い
我
が
家
に
帰

り
つ
い
た
。

昭
和
二
十
二
年
十
月
十
日
ご
ろ
東
京
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
本
部
よ
り
呼

び
出
し
が
あ
り
、
何
が
あ
っ
た
の
か
と
前
日
東
京
へ
立
ち
本
部

に
行
く
と
、
関
東
軍
に
い
た
当
時
、
特
殊
情
報
隊
に
い
た
関
係



で
、
ソ
連
軍
の
通
信
傍
受
に
つ
い
て
、
発
信
場
所
、
発
信
状
況

等
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
聞
か
れ
た
だ
け
で
何
事
も
な
く
、
安

心
し
て
帰
っ
た
。
長
か
っ
た
抑
留
生
活
に
も
こ
れ
で
終
止
符
を

打
っ
た
。

青
春
の
一
時
期
　 

岡
山
県
　
橋
本
修
一
郎
　 

昭
和
十
八
年
九
月
、
文
科
系
の
学
生
だ
っ
た
我
々
に
は
徴
兵

延
期
が
な
く
な
り
、
学
徒
動
員
で
十
一
月
一
日
、
姫
路
五
十
四

部
隊
に
入
隊
し
た
。

初
年
兵
を
満
州
佳
木
斯
一
二
四
部
隊
で
終
え
、
新
た
に
で
き

た
牡
丹
江
の
予
備
士
官
学
校
に
十
九
年
五
月
入
隊
し
、
年
末
ま

で
八
カ
月
の
教
育
を
受
け
る
。

こ
こ
で
、
偶
然
岡
山
県
商
（
現
東
高
）
の
同
級
生
草
地
君
に

再
会
す
る
。
彼
は
ハ
ル
ビ
ン
学
院
よ
り
学
徒
動
員
さ
れ
た
。
世

の
中
狭
い
も
の
で
、
中
隊
約
二
百
人
余
の
中
、
見
習
士
官
と
し

て
遼
陽
の
隊
付
に
な
り
、
終
戦
ま
で
二
人
は
一
中
隊
・
二
中
隊

と
分
か
れ
た
も
の
の
、
同
じ
部
隊
で
行
動
を
共
に
し
た
。
心
強

く
感
じ
た
も
の
だ
。

終

戦

二
十
年
八
月
九
日
、
ソ
連
参
戦
に
よ
り
駐
留
し
て
い
た
〈
承

徳
〉
よ
り
東
満
の
戦
線
に
参
加
す
べ
く
先
行
し
て
い
た
本
隊
を

追
っ
て
、
兵
約
六
十
名
と
軍
馬
約
二
百
頭
が
貨
車
で
移
動
を
始

め
た
。
途
中
、
熱
河
省
葉
伯
樹
と
い
う
駅
で
列
車
が
止
ま
っ
て

動
か
な
い
。
不
審
に
思
い
な
が
ら
朝
を
迎
え
た
。
夜
が
明
け
近

所
の
民
家
を
見
る
と
、「
青
天
白
日
旗
」
が
軒
並
み
に
掲
げ
ら

れ
て
い
た
の
に
驚
き
終
戦
を
知
る
。
八
月
十
六
日
だ
っ
た
。
こ

こ
で
部
下
の
一
軍
曹
が
自
決
を
謀
っ
た
が
皆
で
止
め
、
こ
と
な

き
を
得
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
の
皆
の
気
持
ち
は
、
こ
の
軍

曹
と
同
じ
だ
っ
た
。

そ
れ
と
知
っ
た
現
地
人
の
列
車
の
機
関
手
は
、
い
つ
の
間
に

か
逃
げ
て
い
た
。
八
方
手
を
尽
く
し
て
、
や
っ
と
捜
し
だ
し
、

錦
県
へ
到
着
し
た
の
は
十
七
、
八
日
ご
ろ
だ
っ
た
。
当
時
の
錦

県
の
駅
構
内
は
無
法
地
帯
で
、「
パ
ン
、
パ
ン
」
と
小
銃
・
機

銃
の
音
が
絶
え
間
な
く
、
治
安
は
最
低
だ
っ
た
。
構
内
で
二
、

三
日
過
ご
し
た
が
、
そ
の
間
に
軍
馬
約
二
百
頭
の
飼
育
が
不
可




